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目的 背景

•新型コロナウイルス感染症は２類感染症から５類感染症となっ
たが、現在でも医療機関や介護施設などの閉鎖空間では、所々
で集団感染が発生しており、患者の健康やスタッフの健康、さ
らに病院経営を圧迫するリスクとなっている。

•実空間の実測値による空間中の感染状況を可視化する技術を確
立した。この技術を応用し集団感染を最小化する方策を提案す
る。



可視化技術概要

•山梨大学工学部と共同研究を行い空気清浄機フィルターを用い
て、空間中の実空間の実測値によるウイルス量測定に成功した。

• 2023年6月22日「山梨大学・雷神の風プレスリリース」



方法（電気集塵式フィルターを用いた）
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図２ 空気清浄機の設置場所



集塵フィルターサンプルからの新型コロナ
ウイルス遺伝子の検出結果（１回目4/12－26）
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2024年1／22～と4／24～2階病棟多床室4人部屋で新型
コロナウイルス集団感染発生し経過を観察した。

ケース1）205号室（空気清浄機設置）

（M.T）72才男性1／22発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋直ちに隔離病室へ移動、

元の部屋に補助的に空気清浄機設置

同室者（T.Y）66才男性（N.H）64才男性（T.S）76才男性 同日PCR検査実施し陰性ー

その後も発症せず。

ケース2）208号室（空気清浄機設置）

（Y.I）75才女性1／27発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋直ちに隔離病室へ移動、

元の部屋に補助的に空気清浄機設置

同室者（N.S）72才女性（M.T）28才女性（A.O）58才女性

同日PCR検査実施し陰性ーその後も発症せず



ケース3）217号室（空気清浄機設置せず）

（K.M）75才女性1／27発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋直ちに隔離病室へ移動

同室者（K.T）89才女性1／28発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋隔離病室へ移動

（I.H）95才女性1／29発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋隔離病室へ移動（M.H）

90才女性発症せず

ケース4）201号室（空気清浄機設置せず）

（A.T）39才男性1／29発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋直ちに隔離病室へ移動

同室者（A.S）83才男性2／1発熱あり新型コロナウイルス抗原検査陽性＋隔離病室へ移動

（Y.T）42才男性発症せず

上記4ケースはほぼ同時期に発症していることから同種株の感染と推定できる。





新型コロナウイルス陽性者発生後、隔離も逆隔離も出来なかったケース。
206号室

患者A 80才女性（クモ膜下出血術後）11/15.38.0℃の発熱あり
新型コロナ抗原検査陽性＋ 11/22.スマートジーン30/45

11/25.スマートジーン38/45

患者B 81才女性（腰椎圧迫骨折）11/15 11/22ともPCR陰性

患者C 90才女性（急性胆嚢炎後廃用症候群）11/11.37.0℃発熱
抗原検査陰性 11/15発熱なしPCR検査陽性＋ 11/22スマート
ジーン38/45

患者D 55才女性（クモ膜下出血術後）11/15.11/22ともPCR陰
性
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結果

①感染者１人目をできるだけ早く検出し隔離。

②元の部屋に補助的に空気清浄機設置し最大または準最大

換気量で稼働させる。

③これまでの接触感染など感染症予防対策の継続・徹底。



考察

①「空間内感染症汚染状況可視化技術」は、

施設スタッフの感染症対策に対するモチベーションを高め行動変容に

つながる。１人目の感染者発見に効果的。

②「空間内感染症汚染状況可視化技術」は、

感染症の施設基準、ステージ分類の指標となりうる。

③「空間内感染症汚染状況可視化技術」は

、新型コロナウイルス集団感染を最小化できる可能性がある。


